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[目的]グァパは、フトモモ科バンジロウ属に属する常緑樹であり、熱帯、亜熱帯地方に広

く自生している。沖縄においてはバンシルーとして親しまれており、その葉は、民間薬と

して昔から血糖値上昇抑制目的で飲用されてきた。しかしながら、グァバ葉は噌好性が悪

いため、日常的に利用できなかった。そこで、当社は、独自の発酵技術を用いることによ

り、曙好性を大幅に改善することに成功した。本研究では、醗酵グァバの血糖値上昇抑制

効果について検討した。

[方法]in vitroでの試験においては、豚勝液由来の α-アミラーゼ(以下α-A)を被験物に添

加し、デンプンと反応させた後マルトースを定量することにより、阻害活性を検討した。

その後、糖尿病モデルマウス (KKAyマウス)に 52日間醗酵グァパを投与し、経目的に体

重、飲水量、血糖値、血中インスリン濃度、 HbAlcを測定した。さらに、血糖値が高めの

ヒト(空腹時の血糖値 120mg/dl以上)に米飯 200gと共に、醗酵グァパ1.4gを摂取し、

経時的に血糖値を測定した。

[結果]α-A阻害活性は、約 82%と非常に強い値を示した。また、KKAyマウスにおいては、

コントロール群と比較し、血糖値、血中インスリン濃度、 HbAlc濃度の上昇を有意に抑制

した。ヒトでの糖負荷試験においても、白湯のみと比較して有意に血糖値の上昇を抑制し

た。これらの結果より醗酵グァバは、 E型糖尿病の発症を予防もしくは延滞させることが

考察された。
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